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平成 26 年 12 月 10 日 

 

狛江市議会議長 

石 井   功 様 

 

総務文教常任委員会 

委員長 須 田 繁 美 

 

 

総務文教常任委員会所管事務調査報告書  

 

 

本委員会の所管事務について調査した結果を，次のように報告いたします。 

 

 

記 

 

 

１ 調査事件名 

  スポーツ振興の普及と啓発について 

 

２ 調査の目的 

平成 16年３月，気軽にスポーツを楽しめる生涯スポーツ社会を実現するため，

総合型地域スポーツクラブの育成を主な目的として狛江市スポーツ振興計画が

策定された。 

平成 21 年度から体育施設での指定管理制度の導入，平成 23 年２月には， 

狛江市総合型スポーツ・文化クラブ「狛〇くらぶ」が設立されるに至った。 

平成 24 年３月，狛江市スポーツ振興計画の見直しが図られ，期間を平成 23

年度から５年間とされた。平成 28 年度からの新たな計画を実施するに当たり，

スポーツを取り巻くその環境やスポーツ振興についての現状を調査し，計画の

総括，検証をして，平成 28 年度からの計画に委員会における調査研究結果を 

提言として提案することを目的とする。 

 

３ 調査の結果 

 狛江市のスポーツを取り巻く環境やスポーツ振興についての現状を調査した
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上で，狛江市総合型スポーツ・文化クラブ「狛〇くらぶ」，調布市総合型地域 

スポーツ・文化クラブ「調和ＳＨＣ倶楽部」，新潟県三条市を視察し，調査を 

進めてきた。 

 

⑴ スポーツ・レクリエーション活動を実施する市民の割合について 

狛江市スポーツ振興計画において，週１回以上スポーツ・レクリエーショ

ン活動を実施する市民の割合の目標を今年度（平成 26 年度）に 50％以上に 

なることを目標にしているが，平成 23 年度で 32.8％，平成 24 年度で 35.1 

％,平成 25 年度で 38.5％というのが現状である。 

 

 ⑵ 総合型地域スポーツクラブについて 

 視察をした狛江市と調布市それぞれの総合型地域スポーツ・文化クラブ 

では，卓球とバドミントンが人気があり，双方とも施設不足という点では 

共通している。 

   調和ＳＨＣ倶楽部において，狛江市民が 10％ほどいることが判明した。 

狛江市民が他市施設を利用する割合が一定程度あることに対し，分析，対策

が必要と考える。 

狛〇くらぶにおいては，総合体育館を中心に各事業を展開しており，会員

も徐々にふえてきているが，今後ニーズ調査を行い，プログラムをふやして

いき，各世代が参加できるようにするなど，これからが期待される。 

 三条市では，スポーツ振興を所管する部門を社会教育部門から福祉健康 

部門へと組織改正し，目的が健康意識の向上と健康づくりにあることは参考

にすべきである。三条市における市民調査において，スポーツを行う理由と

して，健康面からの理由としているものが 63.9％であったというデータも 

あった。 

狛江市においても，三条市のような着眼点は一考に価すると考える。 

 

⑶ 今後の課題と提言 

  ① 総合的なスポーツ振興策の推進について 

    三条市では，健康意識からのきっかけづくりや取り組みを初め，ジュニ

アスポーツ，生涯スポーツ，競技スポーツ，指導者育成など，総合的な 

振興策を実施している。今後の狛江市スポーツ振興計画においても，より

総合的な，まちづくりやコミュニティーとも連動したスポーツ振興策の 

策定を目指し，週１回以上のスポーツ・レクリエーション活動を 50％以上

になるよう推進すること。 
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  ② 指導者や競技者等人材の育成について 

    狛江市体育協会や総合体育館指定管理者等と連携を図り，指導者確保， 

   育成を図っていく。また，指導者不足を解消するため，スポーツ関係者， 

保護者への研修を行うこと。また，スポーツ功労者の表彰規定をつくる 

など，指導者が意欲を持って取り組めるようにすること。 

 

③ 総合型地域スポーツクラブについて 

 スポーツ・文化プログラム等についてのニーズ調査を行うとともに，市と 

してもさらなる支援及び連携を進めていく。また，将来的にはクラブハウス 

や单部地域への拠点もつくる必要がある。 

 

  ④ 施設整備について 

    「いつでも，どこでも，だれでも」気軽にスポーツに親しむことができ

るために，スポーツ振興のための拠点づくりや，雨でもスポーツができる 

施設づくりが必要であり，学校開放や既存施設の整備改修も必要と考える。 

 

  ⑤ スポーツの啓蒙と啓発について 

    スポーツ振興において，体力づくりの意識啓発，市民スポーツデー等の  

   市が行っている事業などの認知・啓発をし，誰でもが気軽にスポーツに 

   親しめる生涯スポーツ社会を実現するため，さらなる情報発信をしていく  

   べきと考える。 
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４ 調査の経過 

 

○ 委員会開催日（合計 13 回開催） 

 平成25年６月４日  所管事務調査事項を決定 

 平成25年７月25日  調査項目を決定，今後の調査に必要な資料の要求  

 平成25年９月18日  資料に基づき市側より説明，質疑応答，資料要求 

 平成25年10月28日  資料に基づき市側より説明，質疑応答，資料要求及び 

委員派遣の決定 

 平成25年12月10日  資料に基づき市側より説明，質疑応答，資料要求及び 

委員派遣の決定 

 平成26年１月29日  資料に基づき市側より説明，現地調査の感想及び質疑 

応答 

 平成26年３月５日  現地調査の感想及び質疑応答，資料要求 

 平成26年４月21日  資料に基づき市側より説明，質疑応答 

 平成26年６月17日  視察場所について協議，委員派遣の決定 

 平成26年７月25日  行政視察の感想 

 平成26年９月17日  調査報告書作成に向けての協議  

 平成26年10月27日  調査報告書作成に向けての協議  

 平成26年12月10日  調査報告書決定 

 

 

 

○ 委員派遣 

 平成26年１月27日  狛江市民総合体育館に委員８人を派遣し調査 

 平成26年１月29日  ＮＰＯ法人 調和ＳＨＣ倶楽部に委員８人を派遣し調査 

 平成26年７月17日  新潟県三条市役所に委員８人を派遣し調査  

 

   

○ 参考 

 平成26年10月18日  市民スポーツデーに参加 


